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起 爆 薬 軒 の 爆 発 性

主として結晶並に分子構造論的,量子化学的研究

(昭和28年9月7E3愛三聖)

鈴 木

(旭化成=素株式会社)

Ⅰ 他用繋対の偲発任の研究の光Et的杜扱

I jAJiJ=使用した丸tl実効の合成並に調才と

8 血甥盟邦の野韓娼妓 (三L-J=任li帯)
Ⅳ 曲棚荘対の熱唱LiE並にナ占純化 羊才,･/ギー

V 出畑野対の花信局地に(Jtも発火銭座

ll 赴iJ拡知の衝撃惑腔と拙.lJ.の節二次誘惑

Ⅰ 廷協業現の燥乗せの研究の歴史的抱惣

1 屯脚 の研輩感度

価や感度は火脚 の渡も諾.Iしい特徴の-つである｡

この感度の緊預肺 は短めで多数攻められているが.輿

測新と舛米綿 所 とをRにすると同一紐の火車でも蛤が

変勤 し.再現性が惑い｡文瑚 的に慈度の脚 を坂出

つ,'=ものは少いol932年 W T.I)loTl),1939年には

薪誘氏=)が失J{感髭のZg詮式を迩tilL汚gの野蒜と温

度との関銘を各組の火集ま乱こ放て淡め,庶蔓毒式の合皿

性を班虻している｡両禁火ia腔は常ia以上の掛合鉄い
78度範囲で行っているので感監感の梢圧から考えて感

屈曲現今決定するl=は少々免可で,若 し相当の住道払

超突即出来l'=ならは丙式のどちらが3:り普遍性を朽つ

かが判るので爽耗粟,,･し.又従来火藩学J=於て億i郎S

の感度の舞だほ れたのは少Y､のでそのたでも興味かあ
Oo

TL,Iy】orは更(:雄 による泡燃躯項のTB兼摂ralを#

辞化学畠掴 飴(Trlbochcmlcal一heory)a)に依り設明

したdこの弧 l=放ると同一在建策に点て表面のBSの

て多い夜勤菜状の方が結晶粒IT･の右lなものよりも感度

は荻蚊とILる林が予想∈れる｡

2 包牌 現の熟思皮

ll T打兼の払AE一株也の餅qr

T1 7貯森の鈷瓜銀t拡控上した井の故任免及び堆発や
qt･rl■た

h' 勉甥霜の戊薙他のLt-T化学的研究

X 訟 才Tl

u Lこ 1t

無感匡硬は所輔発火F'tも火秦潔の正賓''L一時性であ

る｡沈黙に放る煉発の現故':故でも古 くから多野の研

究惑により坂巻とほれて采'.J)｡

PatryS)はタロ/グラフ法に依り殺影した琴爪から

才の書を碓記 した｡

(1) 琵烈な価 (筋管)に依り起つ7=煙苑的分節

は常(:提議である｡

(2) 温ま上昇 (炎)に放り克った速発約分炉は常

況に於では燃規であり,掛1I/'rに於ては煉蔭である｡

従って王毘廷上井(:伝って起る淫発の性耳1:依り丘は

雛効は訳の2駈樹に分けはるとした｡

.(a) 啓兼の鎖な隆文を持ったi)の

(b) 鈷7-./'T'の様lJ他罪を頼つ1こもの

切々なた願 の打撃虞犀と発火点との架乱発科が萄

加すると.これらを投合しそこL=何噂かの奇習的な窮

n〔陸を発見しようと試みるのは当然である｡

L WoL=hlerl),'TJlylorフとび RlnkeT)b月dl■)軌 二

位り多数の起艇 のW撃感度と華火点の発泡日仏が与え

られ′こ机 何時の鮎 川也の緒詮は引Llほ れは TJ;か つ

1こb

3 建窯扱研a)反拡逆圧轟軌 括E傭轍 勺
考察の顎入

起爆粟の爆発は屯めて矧 ul的に起るので,この税故



からちぎ丑的rjCLEz掴み出す事は困jFで3)ら.故r=何中

かの方法てこの速度,i刺如し.習Jrの朝廷可能の近田

l勺に;Jl入れようとの拭みが GnrI】er-iTiSJに依り行は

れ 摂る闇皮成功 し1こ｡即ち甲奴の発火点より任･,､温

故での勲分解の研究から売火点以上の迅軌 二放ける爆

発のLatRを死明している.

GilTtler革は甘Rの輪 ElにスメカーJt･ククブタ及び

ブ･.Jクが存在すると伝をし.F!=官兼の黙分解の劫

Bf反応は分雌 で.之は 1ほの苛政イ*ンか分屈 して

2個辞はそれ以上のイJ'ンを琵出させるiU_pイオンの

凍列をお品の中でlzしているT=め起り78るとしLた｡

煎分解から脱 に捗るナ十ソスは2店の辞蒙するス
メカ-ル7.7ウタの炎面上の2枚の℡l頓イオンjiの同

時的515約1起る柏倉と考えたE,言双が具してその様な

棟並を有ナるか否かは宍験的には確認していない｡カ

リウムT>'rが丁産巧 (その遜りI=F,列していること

が鈷allgr恋の坪折で討っていて.市l拝イオンと7--/-ど

イオンとは相似性を有することからア>-I-gl=あり柑

ることは℡l較姓にも当然あり1なる｡従って菅沢も同じ

局舎のよ'柄曲を持っていると考えて.iいとしうので

あろ｡

之1ニ対 して 1'SemLr10fr9)は･大の感に GnTllerの

虎を洗剤 している.即ち G･一merが前述の嫌IL仮定

を廿かIjけ4-LはIJらT+E-かつT二のは黙分解反応の良雄作

用を反瓜の8柊生放鰍 二受け持1=せ1こためで.校の位

S!のと軌-1は余 りにそれか人工的なことである｡比較的

大 きTJ迦鑑で51F,qJよするが.折合:=安定{_'破る中rn'焼

成勘が触媒作用を受け持つと考えると,Gzlrnerの鼓

のty..吐握 とは鳥泊すると担じている｡

この間昔の瀧を併せ考える::Sem丘noEは中限生成

物の脚 作用を仮定しているが,これは結局その存在

i,於旺するZFi土凹殺す,文鳥丘が血祭これて加三重期に
封りガ以上分有け ろと酢 r籍とTLる規範を最粥す

る不が出来T.･い｡これLこ反してGn,nc,は新 しい祐也

学上の℡ヨを可入しマイクロスコビヮクに考恭し,fE

粗な椴 を解明する糊 拍 与えている｡従って転の現

品の動点として Sem(notrが改列し1こ点を突放的に証
明し1=tJちは宅Rの取分群並に伊方の現価を更に-按

と酢かに解明し阿る現である｡かくして間切は在版

の枯血gt遭.75品iAiの分子の妨穴等の船 ●こ発途LT=o

T･/-r塀に於てはTy･tこ.)J.]○).ヵワサー並にナ

I.)サム】り.ルビナウ).]2),Syウ JLJ}),i,TJÊ･出

トフT:ノrlt)】如=まで!&晶ff意分析が行ほれた.1927

年 Gt･enterlAJ噂は各社金尻の7-/'T'の別 も胡盟を解

析 し,各増刊 机の克貨の藍や素読的E=或めると■これ

ら脚 の温度 Ẑ合現的:=故明し柑ろとして研究を弛蛤

LT=が.常並解析それET経が擁nて国府であっ/こので

詮に成功しfJ.'かつ''こ｡lq3L年 JD .1llles叫 は.甲
釈,舟Tl-/'r及び7-yニトロレ′ルシソ舟の結晶と芦が】

形店を研究すると同時(:.:(横的研究に依り叫位粗胞

の大三並に井の和 二納まる分芋費をまめ''=｡

然しその相沢の持品柄怨の短Ilでは任党規捕解明の

軸 とするt=は不充分である｡

屯僻 が感取 扱となるのは.この物井が指晶を影

成す,3時.各分子が盃を生ずると美俗と考え.雨もこ
打加偲-の朋 の鎌に考えて楽''.:｡然しこれを嶺あれ
蕗の｣_から冊 し1こものは殆んどTJ.-く.文月瓜皮具の

魂 からも銘JLzが成長するあ1:告分子が弐rLl孟zri･空

けると考えられなll｡
この様に考黙して来ると低俗として起惣熊の感度か

酸敗であるのは吸熱反瓜生成物であるから不野党であ

るとturう性采の黙化学的浪岡に儲王らざるをi年1}い｡

q 脱 睦の永子化学的考妹の蛸入

然し,I.l'Aullng】L)は糊 なる既念を起爆難

の分野t=も村人し,在郷 の接尭姓fz丑FHヒ学的に考
察ナる埼輔をIli7-えた｡

木軒先の捜弧 こ必甘TLので約辞しくJg介する｡

カM/入城はナトリウJ.の7./'rの枠な,L*ソ打dlL

に於ては7'y'ドイオンは対称的fJ:駐独塾Lこして同視の

田子は中心Lu手から 1,15士002̂ の距軌にあるが】今
次の/E,D,(,■の3mのM也Tulに≠叫 L

A R-ij-応-NT
B R-Ti]_舟≡N
C R一角2NLNT

且つこれらはIa紹既の雛 をするものとナil.は.原子

脚 まい5人と11り米桝 と発会1=-敦する｡これ

に反し若し満身ノーだけとす,-Jと】22Aと･.う不良11位
と･'.I,-JA
一方.耕 綴合分子であ,-3メナルTジt'の初盆は

:.･/ ､.'
H】C

と考えられる｡(これらの雌 の弘平地 iOO2Al生産

である｡)シ丁ヌル環 ト9Ty'r,トpTゾ水茶粥 の

炎棚 倉型77/'rEもrq様な庶子7E牡を示し.2個の

JT-_h距だ.ま前紫で】2bA.u lA.後者で 124A.



1日 エ乗 火 妬 払 会 B qH le 如37.7

I13A である｡これらの縦 は式の.･l.Ii,Cの3緒 っ/二｡

の併迅即の共鴫と考えると合乏しないが.

A =N-～I-N.I
9 ≡好一舟≡N.
C :N--_～-～;

Dや除き･L,//rirlLこt_'け同程度の共唱をしているもの

とすると.m7:filは 爽/I124A.112A とfJ:り良 く合
致する｡0の僻地が存在しP IEい事に放り折m の

Jl脚 の恵積が醜臨tこなる｡

空にこの州印に班りTi;rの共有型とイオン塾との

安定度に大きIL集のある事がⅠを明出来ろ｡即ち共有型

のT1/'T'は2柾の桝港間l:美鳩し,その共鳩 土木/i-f

-は2Sk亡Lll/moZBの靭皮 (ヵルポヰ･Jル益井他),イ
オン野の3t正の群劫間の共唱エネ'L-ギーは約 -'5kcaV
TTIDZeであるから.棚 の方が約 20kc.-UIrLOlc丈不

安定と11る.この市から免生民1->-rが岳Dて煙発f2-

であるのt=, Tルカ9J現.士Tルカy土全EI辞のTy'r
が茶ia'二重って和Dて爆発する世産t=安定である事が

≡邑辞される.

凡 吏矧 こ使用 した_絶世薬類の合成並に調製

市阪苑な加入LIこものはその鞘入先を.文献1把軟の

方法l:従って合成したものはその文脈の出所を妃する

に止:与')Tこ｡

1 符 倍 .54

(1) ℡ 銀

(zl) m救官淡 El空にKよりJ#入し''こもの.外

P.鰍 旭色を出する.ナナ拘蚕四速定丑比'二位I)粒度

は 97lOSL,>柑t=q
(b) 白色中火笹3t冨天与iSTンモニT水 (iZt
監2EI〆)に朽群五和させ.こ11を醍取水群Sa･(汲BE5ヲiJ

や(=中和するi加 え汰要したものを出 藍鼓す｡粒度

9?42% をはT=｡

(C) 取持市沢 粒顎訂兼を ｢ののう｣の乳鉢中に

少血耽り,こhを註冠水で琵鼓して約5分m勤挿し,

伊出花煉する｡

(d) 埠錨T.h宮沢 白色凝形缶状E=して六割主1

乃至 lSml】lI毛皮である｡生;成ざ三はi*TンそこT水

(港庶28>')巾!=思惑官Rを詩解し,この前波を狙 1,,
不詳併分･i･除去した燕を約012''広原水和 中に注入

し.色塩基性を基するに至れば止め.これを時折(二秒

はすれほ故EZ攻上把の大さの捲曲が生成する｡和の

F D .lllltpIIhの相むの迫りに阿見f二が,成功しILか

(2) 町悌 】P) 白色針状結晶で銅系班光沢を有し

感光性は執 ｡

(3) 馳 加旦97 白色出吠持瓜

2 1 7} r郊

(l) 鈴T/'ト■ 窒化永稚 水折液中::6線 永

田准6･添加すると,白色の沈丑を生ずる｡これを謹選

乾班する｡この殴光に当てZJ'いよっ紬 する｡約出計

分709ク.I

(2) 銚T>'r 2ク;のナト1)ウ}T'}T'の水5,校

*1:約5,%の髄 水溶液を激しく捷拝しつつ玩加す
る｡生じた庶許兼より乾鮭状の比叡を,生ずる｡これJ-2
淫送電排す｡光にあてると正にF3朱色L=変化する｡
(3) 加乱丁･/'r 綻搾なものを搾るため書快 走の

鮒 ヒJ,Iy1)ふと碓 力1里とを役分併させ1こ｡世分解の

指名と生じ1こt光設 '̂リウムの白色批取を･iiZi-J'る｡溺漆
をBt空兼摂し大部分の水を荘凹させ攻液を淫風上で燕

斉し故冷して指点を締出させる.これを7gEut7i,す｡

3 トyytLIll,ブr-ンソ貯 lJ升鴇色議決tt扶持

臥 脚 8,.∫(分の含丑Jill!Li',用益JLi42%)

(目 指品トgこい,レゾJb'/y給 も召ifの合成法
tこ放て印王馳取水群液を臣加する敬合に徐々に～TTi.,A
つ沈枠を授汝(=行つと見取 二結晶LI_出下が掛 られ

る｡

(2) 励坪 トリyl.PV/Jt･シソ億 劫辞℡Rと急

くrW の方法で上官己鈷Blを裁許する｡これをdLB:乾燥
する｡

(3) 無水トyエトロレ/ri,シソが ) 灯空谷Zl中

に入れ この竹鮎を03空d'ソ7'J.こて引きTLから1200C

に保つT=tti泣付で約2時間加熱取水する｡

4 TセナL,ン銀SI) 荻盟白色の抱曲

5 ナlク七ン:1) 荻暇 色括曲蛭の桝 ミ

6 デブ:′+'=ト.;71/ - ル切 取 絶色旺扶持

血

7 ピタワンi換沿 トyニIFVゾ/i･シソ舟の中台

と間伐ビタリン鰍浴液に醐 水粁液を滝加し加熱
鵬 すると肌色杖状の結晶を生ずる｡

8 '/Ty取姐 シナン厳姐は盃は雛ではないが.

これらと比概しながら胃酸唾.7->'r初のは発性別好

糾す,-Jあに使用した｡

(り シTン鰍 鋲丁ジTと同様シ7ン環加虫を

水に帯群しこの吊液を直に好如 水棚 (:議加ナると

招T'/'rと凧様な柵 i･生ずる.沈感の荘筏は白色で

あるtJt,l印寺(=し7戴栗色を皇するに至る｡
(2) i,7ン畦加丑SJ 白色針状指瓜

L



98水 虫雅男河 の 必 死 性 1J5

皿 朋 策動の市JF感BE(主に佐 里軸)

)･実糸井t並に失点方法

･日 朝捗確 8 諸道 (脈 )b部 !:有下し,

船 1JtI蛮約4)砂Tの問.=th.'二F絹 をrfする失
tでZ-石｡

LA) 貫之空重集■ tを石を利用し落芦卯 年

･52て領有窃朱を埠票.こするt2重を布する.
b 冨i2 材貫は細

水1(g) 出現(C)m)

2815 215

1621 16.5

EL') 顕変 耕軌 こして松 はP;匹コmln,課己
3Tnnt.内群oSmm

(tl) ml蛙 材又は銅 (シ,T一握庇計 60-40)

て形映.主任56mn･,点されImの日払吠

(C) 抄 七,ソト舶 口羽抄で20花呂7f包
宜し35nil:=止り式面芋.W_.もの･'(仕月す｡

(2) 故且tii汲宝 賢平航空琵術海蝕基氏E発政牧

内U3蜘 望 佃 口細 .美行柵 .古さjm)を腔

用し.この失胞 内に突放着も入り実烏を行つ,･=.莱

R中の棚 rま士85与C髄 である｡

(3) 布iA田泣f7 下野St作所加で相中に職 質正

を入れ詳仙i2時椛好ましt=鮮 放した.伝濃汁の厨

の州別に放る抱 土まねが.れTLrいが,大きいものでは
I-I1.
(4) 共托方法 舛柵王充分乾壌技堵化カJVZ'T?ム

fシケー′一軒 =24時E弧臥上榊 LIこものJz使用す
る｡餌盃中に砂的oosgを放き.その上1=乾tI的002

grz粥ZL.牙にその上に約 00356;の砂を軌 ､Bt早

が砂の中nLllこ鉄王るJ:うにし.之L:銅tJ･i･立て汚項を

帯下∈せて打羊し性延の有無を雑 する｡Lか4 度で

yt柵 40弗 ẑflち.掻男落市 (伽 20売APち捷菜

ZW ,<である時の編 )Tz訣LT上下の洋市 Ẑ求eb,FAl

ガ法でこのBZ榊 Ẑ褒める｡

2 実A成 扶

持られ1=宍毛筆は省漆し.それからまめ/こE3界有高
そ7eナる.

(り 白色首戎 (特出 it2乱】5g)
が 携 50 30 ii0 -2 - 10 - 2l-2,-40

五TmT5 ･5日 9Jt乱 5214 234 238 239 2-

(2) A屯TR (7S丘jRJL2515g)
蔓褐 50 40 30 -- Ilo -21 -23-40

芸謁 ･517 1も･517･5 t86195 ･99 20." ]0
(31 身相称架(Tn 7̀m牡 29lSE:)
詐 芭 so d 30 0 -日 -.7-2' -40

芸(#EnfS)15- - 7222･ 232 23･2 刀9 2｡0

(j) 拍0-日 a トE･シ′･,S･ン鈴
(拓Jh 壬 1627g)

蔓謁 SO の 30 1.-】1-2t -30 -41

≡(望75) も9 7･T :6 lC･- ･3 日･9 】21 -2.7

3 轍 の稚耕

触 Rill=放て3SZのF表.)ヲこい'レ′̂ .i,ソ

舟の感BEのZnjZFt二放る文化は砲 碇々挽的である.かく

して.瓜Eの且皮.:放る文化Lz茨はナ独 文は T叩lor
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rl奴蛾熊襲の熱感足並に活性化エネルギー

1 失政抜狂並r=弊政ZI淡

(i) 宍鮎 t fm 久野中にウツr食金の金

JW2㍍̂LたLll=｡温度初正は和め高汲細 柾笹を縫用L

T=が払底的2CO'C乃至4COOCのホ汲L=放ては初狩容 が
正鰍 こ作舶するか,】分間に 2乃至30CのfE性があ

り.粘fih5附属監E打のn相を手段よく待つ1=方が寧ろ

輔皮良好であることを指顎LIこ｡この堵合の捕風 土1

分nllo50C毛丑皮である.

(2) 粗 方没 前滋の仝沈滞中に長亡的801-1Zl㍉
Ds的 12m,nの硝子拭鹸廿を.封入 し約2分開放世LWl

子皿が金尻浴と周噂の弧Arになった時.小匙E:約oo2

gの1Aflを搾り之を桝輸廿ゆt:吸入する.暫時Z=して

願 舌をきく4この没入とは発音とのr,qを砂時計で測

定し.之i'兵火の逼れの捗時とする｡この測定を各起

見難.二適当なるiaBZ追尾で抑 乃至十泣垣】発売する｡

2 iL験成拭

以上の方法で求めた各印の屯は頚の各iaBEに放ける

発火の遵ilの甚時から衣の四免野 lEニ放り馳 化玉木
,/<-をまわる｡
Log'-I.1/4574r+C
' 発火の選れの捗時
L-1憎性化土牛JL･ギー

r 梅村温度

この式から求めF_I,と発火のjlhが丁度4番の時の

iZl舶 打ち所5発火点とi･一括髭示する｡

池 畔 娼 発火 J･ 消純化エ tKイ ー
(oC) (kcnVl'10Te)

ナ l タ 七 ン 1･17 32
ヂTyケ一旦
7三･ノlJL'
扮 締 付 LR 205 31

EL 央 TrT 炊 208 35

白 色 IrJt水 22t 30

ビタ リン戊鈴 2Li3 48
7Lセナレンflu 267 37
軒血 トy与ト
ンyルシ143
瀞辞トLFaト
レ′JL･シン匁
知 kトー)与 ト
レ'/んL,ン巾

295 59
29E) 57
300 59
318 55

乱̀ T i'' r 351 4[

3 持黒の考薪 はられT=発火瓜並に活性化まネJL･

ギー'=玖って,各61包鮎 をPntr).a)分叔乾に従い分

封ナると

()) 野 究 EJ

チIタゼン,fT/ヂニトロ7ユノーJt･

(2) 蔚7->'1lieJ

銃丁:ノr,トリエ IuL,/I-I/ンカ

ビタリン臨 ,7.5ナVン鋲はこの2つの岨(_'けで

はどちらの塾にもZkさtL乙｡

雷飛型E=発火点低く活性化エtJt･ギー小さく,舟7

->-T番は発火点布く燕性化土木JL<-が大 き1､｡

Gnrzler及びGotrnrLがカTL/'rの熱分解の研究叫 こ

於て由じ1=戊に,2乃至3分千の同時分解かは叢の生

丘l二は必相 伴であってその間時分舟革!二大fJ馳 化1

ネルギーを窄するのは田かである｡一方℡カその様tj放

坑の生起は琳分子反応で必然的に約諾の棟TL大lL活性

化エネルギーを必畔としない｡

P血tryの弊政結果と笹渚のまめT_沼陸化土牛̂ ･･<-

とを拍U合せ甘煮塾並に舟Ty'r塾の特9rキー甘明か
にした｡

V 廷増車の書械屯流に依 る発火感度

)劣位鼓fZ並に突放方淡

([) 先払染見 回2に元ナ&に墨子のl山盟̂Z利
用して燃 Ql席に払って丘脈 が発火するとその般

圧力L=放り由二上の空丘軽が吹き飛ばされ支点の反対周

(=変圧LJに屯転の9]βか9]4'Lる様な柵缶を射する｡Ⅶ

億にqZ誠や渡し始めてから正は兼の発火に鈍る切点が

9T析するに至る蓬の捗時j:E屯詩オフt/t,Tク71~放り

判定するE,

任FnL1二屯確用苛税は白金イ1Ji;サム (白虎桝 .

イ')>'.7人10%),槻怪0∝105mm,採抵抗340111】m/nl

(訟汲200)
起触 /とtE侶′二逸話するLt.は各恥 願 と376ゼク
チン永柄敢とを大更古河苅政和r),良く鈍り合せTこ1点.

qZ機を包LT康1:巧(=屯搬 招金鰍 二塾落しa7TJ.乾加担

で500Cl=促ち約 10相対l屯瑛け る｡



給水 起 嬢 東 邦 の 碓 井 性 IilT

(2) 突放方琵 E32に放り賢明すると先づスイゥ (り 魚水 = ･- L,yルシン舟

ナS:を右t二月Lt桝 抗をzkイーIスIyプ97ヂ Z 2.0 16 13 )0 08 075

で杓守する｡夫I=Se,-E左t=対し負荷抵抗をt鰐の鼓抗 S 17 27 40 &3 n O =/J顎火
跡 二時しくR壬する｡･夫(こS=そ立てSlを左L=句し, J等 68 占9 68 B3 141

発火モ馳 題 (Sゴー-ム3伍)(=放り発火宅託を所

中のt謙rt=耗重し匠玲'二rI I/g〆タフのふれをij

当に和 する｡≡tI=Sl,-(右に田し*ク1,日グラフの

El桝 均J.=色り茶進度BB別荘を作鯛し.発火屯泣及U

発火昔時のオブシーグヲ_をはる｡

(ど) tタIン艮舟

1 20 16 ).3

S ･13 56 61

rS 172 日4 】05

罪火捗時は免正伝を支点瓦U句点lこて支え,僅かに (h) GlT

支点の左方に丈心を狂き,靭皮を狂払∈せ位牌 の発

火に放る恐発圧力･'f空ける亡荘E=5]点が切れる倭にし

て,発火屯淡の開始から助成軒迄の砂坤をglu,-i.

2 如 出 成錬

()) 花価怒謎と発火砂時 屯稲のF<さは-イクp
ノー8-で範反し 】士005mmの盗換1ニ合格し7こもの

をLZrJTlする｡

(LL) 血 丑 IdT架

1 20 1.6 I_3 1.0 0.8 0.7

S b3 8.6 日6 20.1 37.8 =/■猪又
ドS 252 22.0 19.6 201238
瓜L I 好夫苛凄(アンべ1)

S 発火捗時(t/lCCb .)

Ⅰ等 (発火℡itJ=x(弄大珍Ii)

Sの蚊は共々SQiの笑顔伐の平均位

(ら) や 辞 rGIR

1 20 16 1_3 10 08 07

S 28 4D bl l05 187 =/A発火

13 112 )02 )03 105 ]20

(り u色て汀戎

1 20 16 )3 )0 0.8 Db

s 29 37 52 72 154 2/戚 火

ドS )16 95 88 72 99

(d) 甜品トy=r.t'レゾルシン瓜

1 20 1.6 13 10 0.8 075

s l4 2.1 34 6･S 206 3/J宛火

rS 5.6 54 5.7 64 1コ2

(tZ) b末 トIニト廿レ′JL･5,=曲

1 20 l.6 1:〉 I.0 08 075

Ⅰ 20 L6

S 21 40

ドS 84 102

6

3

;

M

..
0

7.｡

M

靴.TF

(I)Tt:ナレンaL
J201610080J
S476.5113296-/8狩火

l亡sl88L66113189

()) ナトク七ン

1 2.0 】8

S 24 3.1

ドS 9.6 79

3淑1･

a8,rp=vSLn1Vi

(i)fT/ヂ土L.t･フェノール

120161.
31.00_
806

SJu5.16310.1】28]/B発火
ドSl64】31EO7】O.182

こrtらの舛瓦姫から点火力硬と発火電設とのBg良を

京ナ昌切を淡め1こものがEZF3である｡

S ‡8 26 39 6･9 263 %東火 (2) 取付の長さと発火捗時

l奄 72 67 66 69 168 白金イ9'/'ゥL枝芯Stの長さを 1,2,及びコrnrnの

7



3Glとし,こ^ちに白色fF責を包帯し.一定Ⅶ謙i･盈
じf=時の発火砂時を花博 し1=｡白色℡訳をigZわT_'理由

は純度高 く各社千大 完々全1.,ろFil血をし大王も;t1-で
あるから,柑られる指炎のバケツ十は他のな始端l:氏

任して践少であるからである｡

(.1) 屯韓の長さ】mmの棚倉

R O55 0.57 O.55 053 047 052 050

1 20 16 13 10 08 O7 08

S 37 45 52 73 tS8 290 2/4強火

色L R 忍僻 状(オーム)

(b) 確駿の長ZE2Tnmの船

1ミ 0.93 081 083 096 078 101 O也l

1 20 16 )3 ]0 08 07 0ì

S 28 L;2 ･i9 72 121 133 :/8允火

(C) 花球の滋で3lnmの掛合

R 130 138 128 】26 144 152 131
1 20 18 13 10 0.8 07 04

S 2L 37 14 61 94 140 1/A苑火

衣'=これらの轍 の考殊を助ける為に長堤発を血石

せざる湊合,即ち屯輯だけの秒合之に可読を通じ続冴

するに至る造吐把を相加す｡妨新しT二時の現預を勅 ')
これを附 託とする｡

枕
叫

4-2

M

M

汝
e

o

o

o

郎
叫

00

ほ

8

何

れ､

1
-

0

局
ー

均

大

小

rT
JG

瓜

㍗i.i/

ZTiJ斗 199 07･17 0622

点 火 232 08も4 C7cc
滋 小 189 0612 0550

や E1 304 1100 053･4

忠 犬 3Li1 12別 0572

裁 小 2j9 0869 05lO

LAL.iT<tの神y･Iは】0屯のqt杓'Jiを示す｡

3 結果の考茶

花脚 炭胃管の発火?_包rこFmしては K r)rckopf

31)の折究がある｡枝は℡琵一二依る恐悦の泣W の現

故を碇抄 ･一段袖 丈を与えている｡そrLに放ると屯

絹の表面即ち逸諺せる点脈 と荘故に算皆'Zる諜面の

温監上昇は泣面からの伝称 こ放る約の掛矢がないと仮

定すると屯練正光の白描とq:aA捗時との硬,即ち尽火

力tfZ'.こ比例し.花成の漸面紙の白黒即ちm のii果L=
温比例する｡(廷し電椙のF<壬の萌は含まれてい ない.
即ち無限のjl己の砂合挽甘すると両端からの伝等1:紘

る黙の孤矢のTlいSB合を叔放っている｡

然し繁用の租台を考えると忠信のiZさは )-3mz71で

あるから,閉鎖からの煎汎火も相当(=大 さいと予想さ

れる｡これらの併件をも併せ考え7=ZW 的溌扱l･.は,
緩めて独蛭とTLる｡

この襟に'Bえて来るとLJrekopfの式115;隆a機 内

を知るにだ昏ある11けで.舛用上は轍 淵:=よらL三
はTLら,-Lい現状であるので.荘悪の与え1こ米軸 は意

味がある｡

Ⅶ絹懲班と狩火戯時との牌節は側 lq正しい曲線

Eq托せ京す.

官に点火力餅と弗火思誰との頂点よりiiZ脈 を･Xの

3軌耕L=分耕し持･3本を見ulLf=｡

(り 発火和親小と{ごろに旺し点火力餅'1､とf_lらも
の｡

fa蕪胃iR,白色官汎 ビタリン勝 .丁セナVソ

銃,ナIクセソ,デァ′llニト甘 71/-〟

(2) 発火t鞍に無窮恥 こ瓜火力研諸 一々覧なもの

粉砕市政,出品.殻帝,無水の各Iyこ†コレ′

JL･シソ与れ

(3) 発火句読 小とfJるに従って点火力投大と11る
I.､tTl.

約7Ly'T

この分対の糊 さを考疾するE=(3)にJltするものは

丁度 PAtr)a)分事批二放け,-J舟T/-r迅1=対拡し.(t)

に仇するものは官確 に対取する｡ね1'}rの感に2

乃至3分子の同時分解が必轡な切合は比較的大lJ苛純
を岳めて短昏時速じ1.:方が小さ/i:花班を比丘的艮時A:a

盃ずるよりも有効である｡即ち鼓分子,JJl伺時分虜する

飴 を}jえるに不充分f_3Lホrlf一冬東砂時与えてi)

ぼiIは起り蒋いのL=反し,充分な三太ルギー11ら短抄

時柵与える11けで充分朋 を生起させ泊る｡然るにVT

租 のものは群分子の分併 Ẑ生起させれほよいのであ

るから.小さlJ可読を比牧的塩時柑l遵ずれは足りる｡

この蛾に考窮して来ると魚駈 煩累の点火力故をま

めT_鰍 は測らずも Patr)の考え方.即ち煎TジT'塾

の脈 的黙分解.即ち銀点は野分手のrq時分矧 こよる

のであり,田飛型の糧発駅取分帯即ち鰯 は琳分子の

分群!:放るのであるという考え方を新しい塀 に佐 r)
証明ナろ布にr_つ1こ｡

(2)に擁するものの坤,籾辞再熱 ま粒度が他の田魂
に放し小であるから,qZ絹のJ市民L:穂訂する度合が良



鉛水 泡 ヰ 罪 か LD舛 定 性 】49

好である｡従ってt駐表面からの最の伝敏がより初効

である･こJtがJm とILつて他の28tが示ナttfLtZE向

が著しく小と･'_-つ(=ものと考える｡nS相乗の轍 主

題･ニt比和亡しては包子丘が大eすぎて屯駆 動 .ち

の耶 Lz:放るtの奴欠が大か ､｡Jt*の事笑は失周上

I:も大.～;~●考l=I_-ろ｡

= ユ tFレ′̂ ･'/ソ舟の性状t=四しては,これを

分7-1*並曲的馳 ･ら考燕すると屈めて穴熊J,;ある｡

太顎の終りに緒 ナる｡

t伯の貞コと焚火捗時との開脚こ点いての実相の鈷
巣は1-3mln胡BEのy!J77上の7ltfの長さに於では持端

からの鰍 は付にfiかく11る樫即諾である｡

句7*Ilけの屯倉の捌 淡に放ても,白色甘兼を逸
辞し1こ親分の発火捗時1:於ても可fJが短くfJるE:従っ
て同市共依/JL大きく7.'る｡FE=盈する花鼓が′1､と1Lる

yl-_の切触 王7gしく1.1る｡

氏火力St･ニ℡dの羨銃を菜ずると,発火ナるに申し

1二拙 'L鼓√叶 から,ttIの抵抗GUE等しくLf=各倉

;:は瑞火力tXで以て発火析¥枚 の比較灯とするホ･,1.
山芸,:.

以上の転的&政文を-蒐表示ナ る'

加 斗 繋 dL(褐 u 買閣 苧幣 誌 .le+)I
血 7! 叩 ,R 20.1 206 35

輸 T S･' r L11 3i8 55

Yセナレン孤 ll3 287 コ7

6 PPElJ''t架 】05 206 31
ピタワン72か 9】 283 Ji8
ヂT./P一 トV 8.9 1朗 557｣Lノー,I.

野 上ヱ;ふp 83 30, 5,

㍊

8
;

刃

57

59

父

判

m

5.

8

7

J

白 色 相 次
S辞トVAトt'
レ'/A,シソ舟
的dIJトy-トt･
L'yA.レ1血 6･1 2qS

53 1●17
但 点火-̂軌 まt誰が 1̂ mI'の中台

上記の没からTLy-tTL･/ルシソ舟がt信E=伝る

発火のJt倉には梓月の牲並･-{初する事々見出し,･こ｡即

ち弗火瓜並に活性化まlJt･f-J:りすれは.その点火

力現も当然力丁･}I-と路々同位BEと予想せられるL:拘

ちIT,符しく小 ･位でナトタtyのそれとZE赦する.
この内 'Z考薪するあに," ニトpv./'-I/ソ史 と

51絹 のZq似Lr=ttタyソ正史を雌 ナる｡

先づ分子内のdチ仔だ庁,-t次の様に怒るZt)｡

C-C1139 C-_TIIl47 C10】-I45

0-Pb-).47 .T(-0-I21

o･p-,･L･恥 ‖｡｡･hl頚: 8-,p･
こhちの廿からJH'合援的.'L分子柄藩を考えると

q･′環 ｡-托-0.3 > 咋
L手 匂 jZ))

､､~ ｡. .:一 ､°
の蛾･'J.'軒並が考えられる.

次E:" ニトFrレゾ̂ ･シy軌 こ点て同臥 こその介す
辞漁を考えると,先づ刺 大分手桶並としては

l分ヽ

:,-∴喜 一∴
(ふ わ つ)

が考え亡れるが,dKの何千缶角.土1刀'と1_･q親犬

と--'る｡且つ1'b.0.Cの作る原の門:こあるニ ト ロ

基は互に社史:=近旋ナる事.こ!_.る｡故::このGk･不賢

定fL罪状村政は先づ読会するか至当であらう｡

次:=正加状f*且を考えるとU ▲ヽ
一㌦､宮上
C 山 0-7LO___○

(i b EH

∴ t二oo '○＼○
丑 (芋 も ･ZH

O
一 ･､

㌦ - ｡/

/ .1 ..



4)扶lLIZH のkEA状分早計蓬が考えられる｡そのど

ちらが上り合可ut)でbるカ.主軸 に訴え･-J以外.ニtiT_-

一･b㍉いづIlにして･J正弘状の方古l真珠LI7ZJ合動

I_'柘丑であると.ま三え石.

次(=Jlg辞書のZtB3=そ雌 するに

木 筆 点 火 Ft rq 諮ttイとエ書A･
望 圧 力 tf舜大息 N-
tm ) (1笥) (oC) 【kL1い,･ole)

tlタyy世鈴 30.LL: 91 283 45

哲学二三;ふU 2 " 245 59

(蛙) Zrや痕跡i誤砂淵 に依る｡数字は不はF有高
を示す.(箔愛東故 は27g)

発火点武将 の坊合の鎌.こ於が仝岩国から徐々【二歩え
らhる切かこはト.)ニIErL,./JL'/ソ舟の様lJ.'長p.､旺
鎖状怖払fLら.JJ･えらt'tl_壬ネルギーに依り全体r:分

子讃P nt起 り,均一.こ吸収出来る為に比脚 卓出のェ

書JVY-が与えL-,iLてら分子は安定f_Iろ吠転を捉らあ

r.t｡然るt:ピタyン齢 のJAf.'塩分手M丑[=於ては.
ql着 ･_舶 'L発見 -3は･lLて多JLc=罷 三本Jt･+I-か与
えられTこqLeLの分子51虫 二恋しく,為にJy手の分常は

溺水 :比し辛 く豊丘するものと考える｡

棟 t横.こ放る菓火のy.3-の技.二世伽 に.且つ向

訓 に妬注してた王事JLイ ーが与えられ,-J手合は,徐

々に且つ生月辺から与えられるq5合と詳しく状況七兵
I=する.Ri)ち塩分千句藍のilのは与えられ1=茶 事 ネ～

･r一々吸収して遜.二分子生体の均-1A-iSJ5にする事が

出ヌころが長一1棚 状分子什虫のものはm牙の斗な食指
は(.1くh)芯的'E洗､′.･尻手棚 を心して盤にそのC1

所かI,牙r･.ri切紙故事される(:至る｡この捷rニ考える

とH こい･I,/ルシソ史の瓜火力韻が著しく小さい
庶凶か蓬恥 二束る｡

T5焦慮正の地合でも鎌 唯練に放る発火の牧舎と横

桟的≠ネルイーの与えられカは似ているとも考えられ

る｡仰ら外箱から幹間的,I.8私的に与えられる点に放

てである｡従って排 感熱 二於てい リニトロレ′Jt･

I/ソ缶かビZyン鵬 I=比し著しく銀駁1+瓜 田の一つ

を前記の分子fl凸の隅 から放列;Ailる0

11朗 熊取の衝好感度と抵晶の薪二次能 生

1 各技官決の亡羊盈EEの姓呆
Tnt:丘は発二王ZZる正巳塩はその梼瓜栓子が大きい

せその■蛤 よ.tiBZkと'Lろのは.肋 勺に良く知ら

れ.･こ事共である｡鎧しそC)AEgにtFIしては必ずしも月

瑞とLTこ政卯 1年えらrtす,畔 二緒か ～大と･'''るに堤

って鈷Aを印Eq十る分子内の歪t.･大とTLろf=めと推■
されてL◆_【二女ぎ'+''.

iた新は58坤.Y枕的研究 二位りその存在51艦 cll,

且つ寸 の々加井の摂ら担勺丑空鼠 二m _毛等4,見事.こ

附 可苫!=し,'･特よの苓二次疾患印■●足跡 古事.こ
対 して'J.1甘'-'四 を･'.-十と考えて.之を雅 1I

う上した｡

(防.:E2て相 .缶;f.白色｡3才の僻 lま夫 の々
肝 志文をAにするという措黒を持.=｡屯五号jfE.=圭
[ニt形較状純血L=して大ZLま大益 O･CC9-0･)73TnTtlで

ある｡析 丁双の世子はtiめて不卿 ≡')忘を状を'.L,,.

称 ･凸凹状fL.'LL,大引三大路ロ046mTn以下で'るC,

白色何升 i完発fJオクDへ1㌧ ソの拙Blで.6171の大

さは大略 0.074mm 以下である｡ (3着のti庄¢t浜

は妙見船 にfバイシ壬クー批 平面-T(耶 Plによ

ら)
.1枚写83より決め,'=麻子面E;W を次表::77汁.

l､la '.1㌢,# n tlT.I.～▲ t fや'J:～_ ▼ . ー ∴

置詣Y-(Å書gi1L言(A) 菱㌫ 芸(A)
I0 099 10 0.99 10 0.99
5 102 5 1.〔E2 5 1.02

10 ま02 10 1.【8 10 hC3

2 104 3 )¢i 3 lOJ

2 101 3 1∝i 3 ).(追

7 1.07 7 107 ).07

4 ICd 4 】09 .1 日カ

4 ln 4 111 1 Il1

2 1日 5 t.14 5 ).l･1

2 116 4 ))5 Ll 1】0

4 】20 5 121 5 120

1 ]24 6 126 6 ).24

6 )28 4 128 ･1 127

6 ]34 4 】33 4 133

4 ]39 6 133 6 139

2 150 ･i 150 4 150

以上の書から36Iの輸血の芸環詫缶(:は何事の貰化
ち/LLI.故L二名qの農兵は還御 塵!:は全くJF出しfJ

い事を耗怒LIこ｡fEilと祝辞とを比較したのは金井の

屯倉l=ふられる外力に上る転盈盃のiITL畏SLの有*を

放しI_のであるJ

gにIZfに艮てifぺI=TaさloTの汚6宇TE棚 Zal

りすると.輔 の缶めて5'.-摂 守康か結晶氏子の大

きい狂って武石の少'..且折 衷=りも岳圧重臣とTLろ

首であるの(I,失政の扶 臭はその淫である.,

王に較正のX.､白色甘煮.こ巳の2母の雪双よりL岳

10



度13さ言い｡

2 IリエIt･レyl,シソ貞8のnEEと獅 感疋

粒 度 拓 巧 叫 発 軟 連邦汀is 中m花火
(沓日) (clrL) (rEr_つ●) (cTrL) 瓜 (oC)

3∞ 11上 】3 22 )20 2981】 16
Sac-2CO lる 詔 95 295

- ･･-‡50;… 23 138 297)5
I- ･･eO;… 22 140 298)6
80以 下 習 字主 189 298

前衣Tこ示す様な魯tZの粒度のTpニ TL.7Vゾル!,y

掛をFt斜として盆畝でEZ砂耗畝を約 LEZ例話7Ft)7Ll･淡

めf=(再度茄丑1627g)｡二匹に Ⅳ狩に雄べた力法で蹄
憐 火点を罪刑Ll_｡

前女の実良好から声憐発火点は粒度には全く焦EP鎌

であるのに,珊 虐BZI収 監の彰事か著しい事を昭
LIこ0

3 官兼揺JZlにBtける不毅郎審所並に

約二畑 地の符:荏

正教は官訳及び7.yエトE･レゾルL/y薪のJJえr=解
放結果に妥当な設明をJJえる為にはEB件輸t=於ける拙
曲の恭二六枕丑の概念を取入LT_lJれほなら山と考え

る!:至ったe

貫款の結晶に放て,所謂持 晶の不払荊箆所

(Loet'berstelletl)iZlに所瀬輯二六倍故 (域はトtosALt.

StEuctureJの存在の契征をFみた｡

(り ℡兼枯瓜の瓜汲故的扱茶 托摂及び白色市双

の賦 払の4cc併拡大琴好を叔宗するに.弼曹尖母恋
帆.1'J持品ではTLくて,机名は要…航状のをの,竣潜は年

始状のものJを明かにtSめはる.

(2) 白色官戎榔 品の正慈変化の破故郷 加

最前は白色藩明のg3JEr_r菱形転扶持血である｡之七的

loooCで沈黙する｡Soヵr,払出 すると桔且全体が赦

双色を炎し,鈷Jもの対面.内部の各WrE;茨色班点を生

じ,且つ撫晶の長軸方向lこ荘扱状の官唱を生ずる.史

l=加熱を放け60分L二TLると深色の乱度は稚大し,凍

点の大岩が琵ると共(:幹を村し.且つ押1日も相加し-
野矢nする｡n分Lこrlると純色を祁びる銀になり.悲

脚 巨は空に相加ナる｡】2O分E=TLると緒曲全体が

描色となる｡丈I=150分にfLると瓜純色と1ごり,鮒

なる奴片を生する｡倭売蛙は最早ILい.

(3) 粗郡部 R鈍品の加取に依る変化のI(扱追跡

粗製丁東少丑を耶 門早晩上に薄く棚ではりつけ.こ

の拝科せl00OCE:加黙しつつ務末法平面:(投写ati,ZC

影Lt=｡加叢酌はW r爪は餅的な瓜である｡､矧ul伎

外9,はB:らず.穴純色とI_り.X線に放る抵折瓜は長 く

岳を曳く様に1-i:つた｡8時隈鼓は生体が栂色と･-i19T_

が持晶の畝 ま朗れザ変化ILい｡担grTfAl三尾が愈々臭く

なり且つflの弧監朝くなるoL2時開披は全休がlA袖色

となるが▲結晶の形は殆んとその陰である｡iEl折良は

一府#くrjるO

これらの現鎖は加2n:依り雷兼fLI瓜かi茎畑 ニス捕

蓮に造桝解してゆき.敢抵抗曲の沸列が柔く不況朋と

なって,;{軌 ヱtSての方向に反射Jert兼良を取 )≡lL

い状況に迄TLると考えられる｡雨もその外牧をk群す

るに12時間榔 俄と殆んと変Jt:かない｡雨も
こLl.毛･急:激1:加黙す,'Jと措発はしないれ 分散な燃加

を生起する｡故にオ瓜の油欠は国訳のi-E:会規 (:依る
のでrJくて,啓二式加数に至る迄の脱堺が主原因と考

えられる｡

(4) 白色有水柑点瓜の良問的な燕に放る蛙発のtl

摂 白色TF奴の鵬 瓜を珊千坂上t=硬膏瓦斯鰍 こて会
社t=加範すると,同作Wn=爆撃する｡その捗を検する
と先づ多数の小断片L=鼓妨せられ発散し.放いて又そ

の沓/｣噸片か伊発1:放りFに短く飛放しIeいる｡即ち

先づ尿は不抄lq筋Wrを流れ,その羅l分に勲分解を起さ
せ結晶は軸 して/JW 片とJ-,,り, 庇いて多Aの取に放

り/)､断片が擬 し1=ものと考える｡

(5) 和衷冊東の廿低圧41(:依る杵Jiの庄涙の塀鼓

抑 並に:(按的籾折 田TF乗を編盃(=夫々 1CO,S(刀.

‖刃O.3(Ⅸ)kg/L=mEでEEgtLl._雷管に放てその讃面の

拡大琴爪を泊り,F(:そt'L,-2永甲にSI放し打沈をはく
し出し, '̂?の状取で虻大牢虹を放り,共に之の粉末

法平瀬.T(臨写aZを船影す｡

平面:(投写好をJAるに 100kdcnl子のものは リンダ

と脚 在し,SCCkg/cm亡以上のものはyyグのみ現

わnる｡3CCCkdclltZのものは ずソタの強度康のて払
い｡1)ングの現われるのは圧掛 二依り大fl桔J7IがgHI

丁度怒朱が31ほ つたと何様の握折をT+i為である.
30COkg/czn:に至ると加圧力の為に那=9(荊劫に至る

迄朋印し,あに鉄血茄子の併列は不如 qと1J.り.Wr
x顔r三池乱したものと考えられる｡
J僻 虚空の粒度に放る変化の恭二次

研恋好的記朗

これ迄1:泣ぺ1=折放牧!=鋲り感度紬 に使用しT=r

表は勿姐,Iyニトt7Vl//-シソ軌 二も柿Jhに不卿 q

箇所の存在する不(綿毛いなしO殻に田畑l=放て外郡よ

り僻 の加はつ1こ堵合にそのェネル+I-か不扱R幡 折



152 三毛 火 茄 包 会 監 耶 14を P S矛

1二項中する軌皇:ま褐印 .･白色甘栗.:放して在村及び
を拝す決が大であって, 東二滴 拝 =BEL綴喜書双の方

か恭生史Bn･のは外鼓AL上;りも的苗の不玖n'す所の

方が･より大き ･噂 で土7_あである｡

ト9三tpレ･/ル･/ン鬼3:tl空と岳BEとの罪体はそ

の柵 の示す地..こ放ると,その折尾由接にJt小魚Tz有

する事1=ILる｡この事lませる一定の杜 の方aL=対し

相研 勺!:迷大T.,掠臥 iそLlが鼓表されるのl二大可分の
ェネJVギーtJl朗 され.そe)だ甘 =沿って盗Nの王ネ

ル<-.憤 れ込丸 鐘発,}生起する脚 が'-hさいので

ある｡この考え方を王.ニ椴 にするあに.壬riq一穴ttL=

壬か.て一段と支い正確で盛圧服 をする必中1JIある｡

Ⅶ ℡兼の挿晶耕法の解析

1 :(銀内ZBJ憶 に炊ろ塾rLEl辞の決定

輸血rR払解析にはH潔大槻 苧吉払数字教おのワイ

ヤ ソ<JL･ダ:(抜穴民ilr並にナナ'Jyの市井ス^2日
メ-8-を使用ナる生荘fz与えられ1=｡

辞折･こ旺用LT=)白色す鮒 且はtiE:二SSへた即 である●
斗位長生の大王は式の廿を71する叫.

｡.I77lA b 548A 一̀】0.43A

この群任地 は4宵の分手nz有する｡

夫(:垂即辞の沃澄,'L斤 シ｡78J.=る:(… J･:現われ
/二位手広の釦 を脚 すると,まの曲りである｡

(ALJJ (Ab) (oLt) (bL)

1日 020 020 2CO

211 コ:0

H3 220

3日 040

13) ヰ∞

l5I JL20

511 1-10

115 240

日7 6CO

co2 202

ozz 4CO

oJC 402

012 bm
co4 LO2

021 20･l
∝8 206

02B CCB

331 - (加 (那
313 - OJl

l33
351

SIS

153
222
232

224
243

ADち英の如 !ttを虎めると

(l) uL A+A+tA"

(ll) i上･, A-a

ill) du t-2b
)､) A41 (-a

以上上り型税持 主D!;と見放ナが適当である｡<LZL

の水敷並l二相 の丘東.監業･茨-A等のB仔 に対して

大のは正圧eyJ'与えられる㌔)

4.Hg･∝0,〆脚 .O/Tiカ13<0ガ

Eu那零描

,I-8脚 2汀⊂ん(,-_･.,)+A/.〕○朋2汀tC(y-rZ),,/i]
C岱2R【L(tJ./)+A/q

))-0

上記の空rul肝 (=於で水軌 ま面心立方粒子を作るo

水虫の別 膿 は苅しくgLさあ魯折 瓜の瓦垂は 軽度･言

玲んとそれに鮫｡支配帥 る｡故に水郎 l五･二汚し合

ぅill_･拍子点.こ放て:土石dB J]tn･丘A偲 T･臣r,て弱

llJF子LFのAが真射 こEP するあその班 は暮し･､弱

い哲1ある｡今先.I=泉耽 魯持子息中大コの反射C押
し合うものを忍びその弧 を検討するE=

1102) Zt 粥

(211) Il

(041) Jl 記

と11つて.予想とよく一重する｡退I=こTIE=放りこC)

空間rFの決屈の突当なすの一匹左となる･

2 屯■ 3L-タい メ-3-!:依る秋分圧点tの満更

zZl中の計井,-2省鼓しPriN の計事I:依り東･T)T=も

の.弊JtLl=笹から淡め1=もの,並に之tこ魯ttの誰正

を考従し/･こt)のi･一緒プ泳 すると･六の如くで軒かこ

良い一致を示す｡

(dnl) J･'(針井) I'(災沌) I''㈹ 丘)
co2 28t
co4 237

(伽 215
(加 185

0010 411

cc12 101

lO2 28占

162 237

I47 196

113 ]68

78 ]47

69 12b
CQlLI 75 5- H3
(2t) 丑を効果並l=戊帥 こAI三す王1虻のJ指 と窄
止し,畑正のE味で反射甘促の中間であるL叫

の堵合I-JLtnltlt計ヰ砂 =申しいと甘さその侍
r(と各t8号盲･Dtrに兼L:た｡
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(｡上○) F'(TfJi) r(実斗) F●(AJ正)

020 244 81 185

040 174 52 8古

くだ8 13Lb 43 58

(zt) 抄瓜と･Y投とOr.'ナnI=yrる入射IY噂のた
が沌少すZ,こととJr止し,この描正とするJ=与

って(○叫 田の廿税 とSとナJ.･ば入射･Y操IDJJ
rL'lJのWrYL)掛 ユS山l川 LC-みろ｡和広l
J･Y(ITl諾)-l･亡(I)三相)1/洲10

とTzも○

(J仰) J'(折井) J'('JSDl)
2CO 272 166
4a) 212 79
w l70 58

∝o H2 5S
IOX) 120

以上辞拝し/二光.こ牲って甘煮の祐晶中上畑 束子は

面心立方f>7-雅 史する事は慨 と考えちItる｡夫に

甘地 は如何なる旺Brr占めIIJかが阿5)である｡之は

Gl化ida,叫姐化部=水軌のの斑晶f*甜 折IJL行われ

T.齢 と事仙 i全くrqじで畑 la)脚 しく大であ

って.水虫に鈷&LT_他の鵬 手の反BlのAi腎を殆ん

ど受けf_･.･兼併称 まW である.'

3 持曲内の官戒の分子何故のrHヒ字的考8

b一心立方枯す'E事故する水虫iFT-1=対し.冒応 を

3当に位空言せ丑も合理的･'J銘品卓をEfく1二ゝ ,先づ

甘dtZS:=点て… :二見けろ脚 の放念をZq入し

そのHt亘を考ホする. 1′atZl･Z･gl=鮫りJL-棚 か

ら脚 せられ1.:T>'rィナン̂Z苫碇lこ考荻を速める｡

(]) f裁 I*yi=BM る脚 このイtyは

1ジー･ィオンと同鎌 16℡の庶子筋琵7-を和し.i.庶･7-

をrPJEIとしてO-N-Cの棚 塾(押地を持つ.これら
のm刊珊 11は広子の紫昏fjJ･雌 にTe当されるへ卓

I,ので.その方班としてほ萩の2椛の確率の大い方法

が坤えら1rLる｡

J :o-N妄と･F
B :9--N 'zE C :

こTLらa)前身は共に4店の英雄 告を功し (=文輪
台互U三五持合は夫■2Zi3 3と扱う),t荷･三拝事
るJl子のrq.に分■∈れている｡61,之以外 ;もm の

tRitが℡lさる机 それらは上7a2Glのもの1り重か[:
不安定lIという事fLirに苫S!LtBる〇m入li

c TtLdE0':

はt狩のZE王:=鋲り.島J)て不安定であろうC琵■L

l与るし,又

十

D ;a-～-Q:
E .･C-N･-0.'

は共に大柿 合畝が少いから不安姫である｡

Jl,IJの耶並はその也又がEに鵬のてBT放し,苛め1与

る樹皮のエネルギ'-鎧もある哲はIFい｡それ故釆Fnに

この2唖の杓いづれの充させとるものであるかẐ決定ナ

るのは不可伍である｡加える!=この2鼠は他の共111‡
件今も講足してE-る｡月】ち不純 7-の轟･-t同じくし.

(この魯合等)且つ賂 向々じqZt抜PF丑を有してAtる
(刃ち中心の四面榔 手.三26tの二1持合をh:るlJl.

Ial亮の一束輪台と三砿 合と/(作ろか:こして,一･づ

れの尊台もこの花子.=対 して臥 )LEtは前掛 であ

る)｡ 己王にこの分手のiE故状取 ,I.1缶｣とJLとの間に
美也して居るものと粒持しはる｡胤 上Z=述べTJRTJ

安定度の位い汁塗も如く任かであるがtRyして慮ると

温われるが,これらは三夫の考薪では煮出するも駁 え

TLい野正のものである｡1,･くて分7･はJIJZはILのJAが

その正如 缶を示すとする尊合【二比し.1り安定とT_I
って居る｡その実冠Iとの臣富はこの26tの計塾rLnの共

らまネ'iJf-の丑に書し .又517内のEl二f働 ,

細 事は埠治のJl項はBl:対するものではfJく

て,この閑古の棚 達;二村する もの とILろのであ
る｡

(2) 雷兼の分子tl蕗 :水力のtPJ.'東金■の℡B*好

が.l.〟の閉._美也すると考えると

A M-.a-SNも-CF
B M一台-N'…C㌻

とfA.り.J=3筋妾荷電のFET.tBE:反し.指l:nhのJ.FOTHt
i5となり,芙句する持合m並li存在し1+-い｡故t=各JF

-7-の庶子r;榊 ,'t原+棚 ㌢i堀 上I)浪S)ると

o_x･ O.錐Å↓0.和̂..I.36A
x-◆=C- 0.5SA十〇細A 1.15̂

色し後熱 i狩宅を符JIJ.L尊合のやを用.I(I.'それ
は互t二反対荷屯を帯Ltているから辞丁催lヨ■は二押しい

変化を受け/LL,｡刃'.,符屯の仲肌 二位ってC好子の方

はL?子牛伐が廿大するがX#手の方は狭少するからで

ある｡

a((:輔 の脱一稚 内及びHg一〇のEK･T･脚 L:卯
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lSl エ 兼 ,t 荘 弘 負 蟹 節 14巻 ポ 3蔚
して考群するとJH予防角は他q:4i詔化合物とFE恥 こ,

1100をとろ■)｡g'.=llg-0間の床井に辞してはき当

T_'崇拝はTJい机 王L2･_7SのT戟姐.ヱT-}r耕こ同i+,二
分棚 合の仕買J,囁 んと大蒜分であって.イオン箆
冶合の仕官は少tである｡

故:=四面馴 合1'itEI)か.I,
Hg一一0 1.4aA+O鎚AT2.14.i

のす'Eは1=.
夫.:水軌の銘か ニあずかる可手:王S℡T-てあって2

個の軸倉卒は一組 上にある｡又水貝の蛤合字はイオ

ソ隆雄めて少く.拾んと分/世であるのは塩化窮-逮

びに銭こ水虫から}̀ても恥 である｡モ)

この肌 こしてtlRの51I-捕並として.ri,衣;二示すも

のがJtも食札的である｡

C,棉 ,:_aF?LrトトC
4 TRの嶺A4の汝を このiXt_･分子を鳩 が百

b土方抜手を形成するポ地 中にJtも合郵 :=虹立て

る事 ẑf(Aる｡qlPJuの各頼長はCZ法のtIに a-771

A.A-5･48人 ..LIO43人 であるから,li具の蒙も大
きい･■方向:=かFの丑もか ･方向を-鼓させる｡六
(=分印 面と(0)a)aiiとのなす杓が吸汗であるかを決

屈す引 二当ってT)亡▲'である振作を折尾する横に柵 面

の存在を可能I.-.らしめろl二は転句分子面と(0】0)ifと
のlL十角を事とし.toto)面を相称面とlJナ以外には

tE -｡【100】.〔001〕tiを夫々手職 l=重蓬にして,
且つ7El'軌 lt-2LgI捌 とし.この2本の瀬のなす

平石fZ対称面に一致≡せる｡丈Z=喝 の有する呼称投
仲を汀且十,=蛾i=分ヰ̂L脚 するとFJ書例4,5.6.ニ示す
b]くである｡

この世にしてfST=鈷JZrAから!ほF.=佐り構造封f2F

を求め.舛iq筋と比較ナ引 ニ(0叫)面上!=放て,0-

rlgl0七と⊂t00】舟とのTJナPIをeとし, このQを
苫化させてI''の世を虫 め契硝仔と丑も良 く一宏する
PのErT汲める.

計Jlの粘果.J･-(Q上Q)由横E=於て r((乃0)及び

〟(0】00)は

¢<30'の社台 J･'(̀刃○,l<J10100)
の正伝を生じ.7冗汝の契泊位と･A L,-_･い ｡

P(〇･,)色絵.:82て Y(∝払)及L(Fて(Ⅹ方】は

(>お○の牡合 F(OCB)<r(∝冶)

の汝C汁生じ恥 の東和辞と一丑Ll_,い ｡

故[:Oは300とssOとの問!二者左する亡#えら11る

を以て前述の崖::分 Fや位ZさせるはZW では'_･い｡

Ⅶ 甘美括Atを基さと した井の

… 及び湿乗穎溝の考拓

iBらtl,'こす双のお品書経 堤として.そのI嘉Aの戻

す和 の荻tを岸明し.F!=紫 琵qtを書する｡
lt,Ro=輔A#J).書兼の古曲;三色Gv_-ものlSF7
防 (blm'Tamld)を･'_-すが,大き ･/L'のは形 蟹状

である｡そしてこのE状の面は(OZO)軌 =平行.'J面で

莞t二相TJb血中に放て(OIO)両(=平行TL各JF千両は他

の軌 こ比較し軌 L?,ソプルワール引力で瓦.=輔合し

て居ることは昏劫に考え縛られるくけ｡

弥 ここのZFT･面が鈷瓜の生臭にE茄して児団か(.のd

技的蛤胃仲Iflに放り丑も阻glさLl.るのは当伽で上る｡
乾の撫rJBI由に放って.大きfL潜血r=莞て(COl及'J

(1⊂印 面のふ生長する鈷黒.缶状主,._･ろく考え,I.とBi

めて自然'rある｡このtll:して影醐 しく毘つて見

える丘小出Aと大い鈷AとのEP集を詞ちかにする事が

出宗T.:｡この萌保をEE元すると

J"4 7 lo.r]

空■ニ現末法.1康叫 L̂tBJ!し,そa)瓜-f石rtJTZEAJE

まDると.印書1く･A LT=こと!:依ってよこC考え

方の含ま的fLこと,-2槻 LT:｡

色JIなy7サNLj色78釆 大きいBE形接状｢日生符双
l古
t'叩刑ふ 現 度 琶 ml斑 壬

0.99 日) 0.90
1.02 5 1.02
t.02 10 1.03
107 7 lOT

l.08 S 108
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6 128

13-.
() 1.7L) 6

(.]い 叙Ilの占う､LJ)【工打解し7ーO
J IL::･･F.-.:1､ .-■.lJ lm L

大き､山色芯火の村人もJhLl'/y辞t光r確H LAt(′三､一

円抑'JJJ/をうえ/J),】.Rr㈹ 二Trtg7で述 ､/一触/.宍A･7,

'}えると,fi;AのIGUJl"A~'JqlLt易 .こJtH.和らzt

I_L7品伸 二於で(010)iWLT.I-夫で(1【氾)面.二･rrLTIJTI,ll,II
ETlJl;HのアTノアノ-･ワールス引力,JJ'ti･弓､為で.f>,-Jと.設EyT

Liリ石｡

3 m熱帯ノが!Jtlr.小の不純物のLfTJ■JPJL'/じ'1
7順暇 友がiF､色/･,してT,3のこて一班::EBJ''Ll,11てf･.I
I-Jが.この.TE色Ji選 者の水iuJ.荒ぶ小r泣入して･､.こ

のに放ろL'のである｡tiL如石衣を7--J脚 今野辻.字,)LLEr=
t朔 け ると.Tr,鰍 i撤肺,)一色,i呈づ,q.,Oこの汀｢771j･,t･謂

LEtてktil迎すると山色の肺 代rL微かにT-jLCi′i･:㍗-メ,lJ｡こ

iLTL,朗徴歳で改案iす,3とtI.3脈の機矧 川にfl卓也の金拭状

光沢･2･布-ILる粒4Jt的,i･.LZyJ石｡ このIJflir:i:二l
uloel】tcrが空〉'て 'る｡q

この水点かモhI双紙 汀rの如lpJIL/qJtL紀 二入 り込むかみ

LtEEついI_光t･LもLlg二放てt?,i,I.'と, 7 7 ン･デルリー/LJ引

力の)正もrJ弓､(o】O)【bL二Ll行/.LLC'印 1日Ⅰであ ,=ね この

地声さ,dJ.粍1-巾の不33LFl耶新所の一紙としてTr.H 状の水空き
/､日が降すISの--prjJ;lizi''る柏倉tt･考,:i.iiir)ハろ｡こ

LLI.の不#_刑 な(:Tm,iJJ-′ろ水差!が外語lかL,の班東城

Ei黙/.Lる元三てケ,tJ′LL仁王T>/-ギー,I.{rr .紙 ur,の様
(花王動と王よ無脚7',二不U_Ill/I.芳A運動Tiする｡こItが結
lUllJ(tr-一対して皿TLu'L･川,7･して結Jhのil,泊等.uE:jifiん
でll畑発;別qliJ蛙写-1るにSiろDニh/i,隅絹的r~人らと

一和のだての鎌七作用J.′して,結'U-1JjCl徴弓机 rr/tLT面
のiJ腰切F,7与 帽 1D化一.-l').二見,qJと叩■1触l繁のnlm/i
/rJF_ぢ,I..(,ill-J｡川け'二il/i火桑ざlu約 一.L､Jと損托

的≠七′レLr'一OpTJ貴fltエ雷死JIJ&腔piもl郡の7)-1Jl肘丘と

.Il.宍軸')エ阜′･ギー6柏TT-一発火だZ'三m繁のJJかDt
Fl- ~Ll/ツ辛.JJL大 とJ▲J-., ･てたる,拙仏の所ぶ｢ト

船仰ぎlITrがhl桜亨;ol岱蝉pソ､'L形偉,iFJえ.榔･iE'F
'FI紬r~号托ilr
ti,7"ILL.FlIの不純的力耶火J'】亡JZえ.r∫i影繋

不純的/.辞火が'ニ及.pEJ形PV'リL旅するI-ム◆'Zこ.L｣

Ci,珊胡ぶL((:執辞常戒の3ほのIl称を 2CO土05Dc:二
詣降しJ_㈹ 巴全域Z/Sの粗 野申 J約002g投入し.拷
火pJ聖/3辻の秒峠を各界Cllr~ireて50阿部S;Ll'.:.7.の
fir((I･状況.T波b')ちとr珂Bのもr･であるE,雄恭ユrL;rY,)亡や

r'EEう.rくLi凝火脚 El短 く,A/ノ1'dTTけHJリくさいのr,r'他
笛詐13JyC火抄特大 くur仙川Jill.hJ/1台小さ oか くLp

不純拘o'形質ろ瑚 ちか 二ELy-il事I_L､ズ3【二途-/Lと
の作mqf,Tl'三L妥当といえ,I.｡
5JlP此一二於'fる祁-プ､!.LIE,qJiのnEtE
災nlの打.JfJが㌍懲的･+>紙 Lf;とユ'iI),grプ､弧追L′'JT
ナ7J-_/_(17品l】Iや今日 こ於で【主全 くきま邦】AllLのク(iJmで
あ′'rr,更に閃"iLの腎が†こ出てLTL-のク.)ヱQT的/.iiu
it;一1,-Jflu‡二抗って突如-､LL:-O脚J',ラウニ凍/l】の

鮎 一丈p-掃いf'<イシ･Xヲ-1)ソyの#言fi,雷と一)ろ｡

この気仙 Eirlミ結Jhとしての如u旺 LHラウエ讃L'】,;･-EJ

えるとrLl][15r二,その31TLP,'nJrク､肌並の罪過｢=依･)チ

･〉3一軒J'.が拡rLhLろ主脚を∴ 宛も粉コ､群fTにVlわjL
る様なデパ (ン_Tクー')ソY.I-JJ,-Lる｡更′二宅lPy孤 灯,

平面'rjal'ニ於ても同様の硯rA,;遊yJI一｡
6 qT/kとカT)ウJア{rとの私 I占

Ll付出の非ぷ11江性

Tll')く[_刀.).917㌧'ドとがit.1州■fltfI法煩tL灯 ,-A/_し特
技1るt.I..h'zFの2号11の田酌 (一ソWのrFll時分匁芋が畑発
のわ,叩rLあると-1ろ虹冠 ,J, (･･汀･.Crの聖遇の粒-''4LR(

.-1緬ITrLbつ/JJ･,司挟 'i却/)一=Jl.エ弓師 /Jl･∵Iて
いる｡J11け邦 二万;性Ji以〆てドjRu.,訊tL仲/r･/!Jtさ.∠

約･% J 上塗旦旦_必 虹吐選点旦鑑

`



々正答な.g過的択松とするのは乱為であっT_.

鰐紫が田東の請J7捕潜を解析した勉に性 っと.茄一

に甘釈の分子に放て7W と雪醸 誠との持合はイオン陸

島めて少丑であって,殆んと大詔分は分･朝生である｡

敬(:畑 イオンFGと官旅イオン暦とを各 独々立し7こも
のと考えるのは全く取りであるE,

妨=E:弊接しT:鞘品下の2枚の甲殻イオン滑が相接

している涼な場合は考えられない｡故にこの2枚の骨

の同時的分解が殿 の1潤 とする政も舎兄的とは言い

柑TLいo

T 賓当な爾T/Rの爆発技隅僚

以上の枝な才7mを指WtL,於も倉朝的な酢分解31･ぴ

に接受損構橡を繭かんとFt7AT=o外田【から与えられた

字とl女r-ギーはスメカー/i-クナっクZ=沿って弓荒h.従
って各スメカール･プt,ブタの表面から熱分解が進行す

る｡この騒合輔合力の殻も執 ､(010)而E=平行lL原子

市が皿先に胡され対顔するD封離し1こ帯は不安定な状

態にあると考えられる｡これ.ニ更に杜エネルギーが加

わると好は各分子に分蒋し,…班 の状汲r=なつf=分子

野中酒睡化されT=ものが分解するに至る｡分解生成し

f=水銀は分野厨の次の新し'..末分堺層の面上E=蛸 さ
れる.この新しい骨が取に依り銘離し不安定fj:管を形

成し.面上の活性ある水だEF+が舶 作用をして分屑
を促過す,-J｡この執 こして次々に新しい来分解唐が分

解してゆくが,地方分併生成した水奴が兼分楓管面上

にul統する数も多くなり,且つ活性を失うものも帝大

する.この数が光分解軌 こ対して或る救以上'こ控領す

ると究分尿管の熱l土Jt-ギーの伝播を妨等し.末分解

廿の分解を激 二妨宵する｡

この様な状態が即ちGaTl-erのいう熱分解がポ】!5'確

改進んTi状7Bと一致ナると予想されるが,この点は佃

敢丘的lJ扱討が必頓である｡所謂黙分解が約1i鮮度'=

退出まない問は(010)面と,これt=･夫で籍合力の妙 ･

(leo)面とが同時t=分界を起し多丑の51併生成恵を発

生し,これがTE瑚 充を誘起するか,攻はこれが更に

歩この未到薄層を同時的L:多数分解させて世界の誘国と

lLると考えるDLrに熱分解の途中(=放て穏々の打田に

依り生じTL不凍則箇所が園与すると.関連の惣菜の原

因とZiyL,爆発をして全 く突発約7'Sものにするので

ある■

この様にして採血絹地(:基曙を思いfこ愚も食思的な

現況の黙分解並びには罪段間駿を田く帯が出来た｡更
に折損的な㈲撃が与えられl'こ掛合の腕 E:対してもこ

の頗紙陳は田伯のあるものである｡而してこの落合に

充てもiil晶の妨二六I評並が玉野IL丑盤を有している市

ほほi=天険的E:旺朗し,'こD

R 延焼業の攻究世の王手化学的研究

1 I/アン酸述.党化水In 及び℡昭 の

匂子の噂寵睦

速筋 の頒発性Tz分-Fの安定性のP輝に引落して胎

ずるあJこシ丁ソ取.鞘化水菜艶並び!:野性及びこれら

の金尻益軒の有する屯T･の等BeLtt(lSDSLa-zSm)ヰ)に防

限した.

即ちシアン酸.莞化水窯醗並びtこ官位の各イ*ンの

担銀を見るに耶イ丑のた和は3湘 もに .2である｡花子

の給和も22で相坤しい｡両もシアン酸塩は起爆準で

はないが,窒化水粟取並びに雷碑の東金gL姐は畠は菜

である｡この鎌l:一面(=於て常しい分子LIBr上の宗以

蛙を省し,他面同額な性文の差異を有ナる.即ち3演

を耗えて来て麟 性を究mLようとするのはこの珂由

:=J:るのである｡

2 I/アソEZ･.発化水菜醸並びt=町取の

化学的安定性の雌

(Z) シアンEyJ)刺披見ある胤 で陸の瓦斯で冷却

E:依り長めて柑発姓の許体となる｡シアン酌のェーケ

〟.IルオーJL･,ペンゾー/-及びタロt77寸ルム稀薄

前7私土右耳的Tl射 ヒなく重雄 問伶ちはる｡シアン顔の
氷水滞液は稔明する印良く保たれる｡08C以上ではシ

アン酸の水l掃射ま急過に⊂0{A-J=h'JI｡に分解する.

(2) 立化水深髄や)純梓の利 ヒ水諸味は無色の払

めて蛙発性の液体で370Cで沸'jBL,1800Cで期国す
るdニ0:於の水.tG包宅は適宜の濃度!:陀1これる一也ヨガ曙

で,その睦究及び反姑の大部分はノ､ロダン髄と学しく

漏以ナろ｡

(3) 甘酢 )覗く冷却すると湖 の℡由はエーチ

JL中'=数時間媒ち柑る.更に餌空中に水冷LI = 土-チ

ル詰気と美に分解する不なく,百磯を押野させはる｡
故E=IF;iEiaに於ては (約-50つC)7i:斯状'=て退延の状態
で存在a-f得る｡

(4) 3位の一時の安定性の比較考烈 以上の軌 二文

献に詑赦されT=匁から?』窪す ると,化学的には雷環が

衆も不安定で変化水菜敢之1:次ぎ,I/アン酸が3着の

中では定も崇冠である｡官だ蔓は高めて不安定であるJJJL

ら他の2着に比し.その胆 的並びに1t:学的性質は雄
かしか知られていfLい .

2 3塩の吸の加見境の熱化学的陸井

並びに諮JIz梢並の比較
(]) 熱化学的性交の比較 3凪の加退城や夫 段々
改良用プレーIYクス上に少受箱鞍せ, ガス '̂- チ -
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で辞か【こ加黙すると,I/Tこノl乾加風は暫時にして分併

し始め.加inTt)ドは分解うる不なく輔組する｡撚る

に雷薩加丑は加払すると杜に舌J･e罪し建策する｡
この宅脚 輸に玖り前2分は熟1:対し筋合に安定

fLのに,食感は一群しく不安定T+ホTLEZy)l与る｡丈に3

位の加基盤の屯-f担折夢見を姓影する時.甘dtZzl皿T_I
けは的2分和仇 J:鶴を当てると分解し,弊tlがなく

7'rつて了ン｡然るに他の3着は安定である｡この現鮫
も崇≡性比校の一束斜とT.ど,-3｡

式に3新の借越点を甚句定するに

シアン酸加盟は 220-2308Cで分解を始め,2500C

l=f_,つても汚息しない｡
加星アy-TはZがC.に空ろも隈 せず.文鰍 二位る

と355cc附近より分解を羨める,

君臣加盟は 50･･･-60oCで分解し粒 め袈白色を垂す

る｡15OqCl:放て宍燃爆発する｡

(2) 採血切放の比放

Z=蔀究:こ放て,加盈 7-/'ド並 L:'/アシ恨血生
の ItX'mOrPh■5m である帯を薪米粒.T(紳 行革打[=放
り辞 しT:｡滋に従来未諮手の甲旺加Dlの初誘く:(鋲寧

好を撫影し.格1-両r.EjE藤を決めT=｡

シ丁ン栓blll土 加!llT'/'r nt較加lit
∴ ..-､ ∴ ∴

- 慧即 1-i 現任 凱 郎蒜 h･Rl執 ｡,掛違
28L IO 279

283 2 262

238 2 240

22L 2 21勺

197 5 199

leo IO 179

170 5 172

185 2 E6el
15L b )55

1･11 2 141

137 5 138

)33 2 134

130 5 L3L

128 2 126

)1:I 8 114

1cc 5 108

287

272

235
216

208

205

1.99

193

178

I7･l

l6】

)58
152

)･I8

I42

[38

5 1cc 5 101 .. 1.3LI

2 099 2 099 1 】3]

こhE:放り加_Q7-J'γとシ丁ン鋤 1皿は組的て叔似

した店を示しLめttlL)rphzsm であることが判る.燃し

柑

初めてfilられT=冒戊加凪 i純忠決宅進は行わなかった

那,rliI2瀬とは相月ることは稚聴Lは1=｡

4 3和の腹の虫姐の庖姓策的岨 並Ul=

純血柵缶の比較

(IJ 起爆集村全文の比較 シTソFEは正之又は,

甘草に放り爆発現象を起しtfい｡加兼すると的 】socC

から分析し始め,2COoC附近より桃色を畠す るに至
る｡

戯T2,'l'及びや轍 は典型的fL丘は我である｡両者

の発火ll蛾に僻 感度を斧正け ろ布(=放り雌 とし

ての館蚊さTi,比較してみる｡

(n) 廉刷発火点
eI17}r 3520C
官 僚 銃 2251C

以上の契胡麻からfF勘はglTy'トより発火点が著
しく低い｡従って熱に対しでは改新がより不安定なこ

とが則る.

【b) g7f 広 ま

だ抄共振に伝って不は瓜鼓UZ:完は点を決めた｡

不姓rr･Lcm) 災嘩点(印)
良IT iJ r Ji l8
7打 k f王 1以 ド 8

(批)朽盛7R旬は 86g,mLmTi'日 の汚賀正
1.(だけ】63g｡

同性効は効ア/'rJ:り著しく旺耳点此 奴である｡

(2) 梅丘I舞踏の比較 3巳の凸glの;traに焦る鈷
点描並筋節はそれが盛めて鼠ガT_I(=め.抱んと行われ
ていJ'L''､.この研究に放ても鎌緋 折は不可能である

机 靭5Iミ践:(抜琴Glt:放り3抗の格丁丙mfE艇を初め

て浪y)3邪がzsoztlOrPLlJ5.mでtLい市を喝めた｡

シTン醍史I EIT iZ r 仰 良 .a
′~~ヘ ー~~~~~~~･.･.~~~~ヽ - ■一一･･･.･.･...I
qLE 哲脚 冨 戦艦語,W蒜 戦艦雷同n-蛋
･IS3 2 .I29
413 4 385

284 1 3Li2

272 3 328

265 3 284

257 3 270

248 3 25る
243 10 233

233 2 20S
228 9 199

2.25 3 18】

5∞
i.53

383

349

331

325

SID

299

290

281

273
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19

221 3 1.7-1
2.tO 7 164
I.舛 7 1･55

I88 7 1.50

I.83 1 1.47

I.7-1 9 138
185 1 134

I.63 1 131

】∽ 2 130

か

S!

伯

21

叩

B

S2
別

飢

2

2

1

乙

2

2

･1

-

I

8

8

0

0

-

1

0

0

8S.結果のモチ代宇鮒考較:

Tilrイ*yの分子tI並に蹄しては PAulLhgがJt

手共qLの概念を特大する事に放り抜弄性を蛇明しT=書
tlL町(=放てFFi&Ll=.東研兜に放てはこれをXに虻
現し.伐りの211の良のイ*yI:対してもAflヒ字的
tL即 をJJ･え上うと事ミふた｡

(I) シTンJRイ*yの分一絹 缶と丑一側

シTン浪イ*ソ【こ放て可縫1L共亀の塾を考えると

A :6= C;=N:
B ;Ql C =N'
C - ‡o; C-N:

のtIIJJl,B,a 3CIの迅!.t考えられる｡

48ナソシ十Jt,琵臣を衣の抹こ;正く

l■(IE)･pか 1tl(R-Z!l)i+liz≠士(J･'-Jち)≡
+3iJ■h(RIR暮)三

出し'1.I.AIJ,.は上転の3環の締惑う1&(-の挟

む 二各少する唖ZEを表すもので Z'+-'Tll-1の雨係
かもる｡上が蛤合力恒軌 RがLi(手riE房■である｡A
の廿は-鮒 合,二丑路合及び三重持合の地合は,

1 3,8の比とTLる｡平衡に灰LlるRの《=ま魚分

｡lr/.1Ilを羊と荘きRI=放て解けはよい｡ かくすると

R_ ZJtLR,+小三JI,ふ',(lR-
zJtI+Zメ=+■Jh

mちIrは 1山 を玉串とLt_Jhの平均である｡
この式を･/1;′載イオンの場合に使用する｡

J![-… -LJi3

Jt2-C-0-I-22

Jt事-C≡0-I･10
11(-C-y'-147
Jt.(- C'E.i-I.27

nJ'-C≡ゴーl15

R-(〆x143+IXt･27+2XI10)/(ji+1+2)

_I17A

JF-(〆xt17+I,日27+2=･t･15)/(ji+I+2)

_I22A

夫に柵 子を考えるJA合には,夫の3tIが考
え78られる｡桁もG+兼帯tの用持t=は何柑 LrL

ll｡

A R-'0- C- ijT

8 R1 0-C≡IV:
C R-'b…C-r!:

KhT}及びKOC:(の X環1:佐る措曲tI由の研矧 こ

依りP･"lirLgは阿ガが i30mOZThLSn JEなす事L̂以

て KOC.TJの0-C及びC-yの庶子rLl.i? を K･h'}
の -ゝX'の世と同株の廿を与え7二｡上述の jl.B及

び0のユ個の常並の各年をqi々変化さ･=て,このZ1-
1丁のP =近づかんとするFtZAは失敗!=投つT=｡丈に

.J,B 及'JOは夫々F司等の寄与をするものと考えて何
革隻支え1_･い.且つこの汁書法が妥当であるのはた杜

化脚 COS.荘BlI脚 ･TIP のIR手間 ■を同じ方
まで決&,)で.これを実況世と比攻すると良く一浪する

事に放って剛 ･である｡故(:KOC-ヾはC-0-しけん
C-.T( L22Aの広f71m でも_i--y-1･lSAの
J{:(,とiJOmOrphlsmとTLり搾ると考えるのか妥当

でも/-J.

(2) ℡mtイ*ンの分+捕逸と土二側

苛政イ*ソ[=放ても可能fJ英句の型を考えると

A :0-Nナ- c l4

8 ･O-Nt…CT
c +o=NT-C･

UのtF血はm 荷tのJlg称から差出されfZ一間 .̂lJ

の2tZのふとT_'る｡･1.MTI･同捉まの真竹nzするもの
とすると

RJ-0-X'-13も
Jl3-0._T(-1･lS

Jもp-C-y'-し27
J乙'-C≡≡ご-1.15

I.,-(ガ'13b+I.15)/(jiT l)一13)A
ty_(I.27+2x1l5)I(I+2)-=9A

このtrにしてOyC-ほ相 子躍京廷路 左々右柏書
し11.,
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ここ;:fLリt,-ru',･あるの.三位イナンの尿手I捌

l=只で女も旬･31睦bろKO.TICがm IとlsomoTPhLSm

で'.くて.左も不21年ではあるが.一方が群合近出し

7こ河7･riZIたJtを有するにOCX'の方がEh'事と

'竹mLIrl)h,■T71であることである｡

共.ここの千時 :ニ丘て.柵 分子を考える'=

A R-♂-Np-C.:
8 R一g-N'≡C~

と/Jつて̂ は執事狩屯のJl押 1二才紬 し,英仏不可槙と
IJり!占LaIEのAo)q蝕と･'_ら.

(3) 3印のefの加且姐の安定性と先手共鳴
3gZi.秤 )加此姐はf;んと完全t_･イ*ノ撮合性化合

也でbる｡故に3glT疎のイ*ソの炎竹野はm旦アブ

rrJt3tBl.-/アンtIE加盈･>3(芦.官位加且か2個で3)

ろoJt+MJの鞍の少 ､事はそれ丈美 41ネルギーの
少･ここJzi碓する官でJ)る｡即ち化合鞄として碓
S;蛙が小さい現でJ)ろ｡eE.二速へ,'=蛾:ニZClc鼓oZEZ

旦glや℡dtdLtJL他の2背.=tt:して黙約'こ不安定.._･のと

Zz:且T'/'rが予廻しI-=上りJ守しく安定であるのとは
全くこのtf炎叫の菜の多少,従って共屯よさJLイー
の多少:_編出するとして静明し招る｡

(4) 3EZの血の虫姐の珠発性と糊
3tIのItの負glは加里姐とは泌 二殆んと完全TL共有
地 化合物である｡哉【:これら36tの暇 の棚

は共棚 TEPの船 1こ一致する｡故に87I/'rは2店.

i,アン脚 Iiユf乱 f彬 lはEBIである.即ち9T->-

1■nJ(書棚 !ま放血基い比して夫々IL3T宛泣少しT=の
[こ.シアン脱 はaL少し''.lr.､｡シTソ鮎 は在錘藁的

性文を有LI.I･｡又力】Eigli=Et:し甘しくは不安定とな

らTLl､｡Tltろt二gLT'/'r丑UにtF鵬 は典型的な'起l票

兼である｡即ち丑1且韻に51では於んと苛わられTこかつ

1=爪的雅に汝榔 不安に対し.菅 しい不安定性を荒
す｡この坊7/_抑 :ま全く糊 の昇の漢少すると

LTJいとに上るeノのである｡珠'=凸アミy'rよりも官長

nの方が-投と産生鋲汝ILのは肘 が共屯む26:で五

るのJ.こ対し.也Bがl店である為,派 別:共笥王手

･̂ギーが少いこ;_[ニよるのである｡

… 廿の披少:=放り,との蜘 土木riJ･E一

が叔少するかL/T>lrに虻て表すに Pntlllnが)の計

瓢 =放ると312tの何重Wの共屯エネルギーは.約 15

b l/moI･2tコの附 rulの共匂l事,yf-は 25kdl/
TrtOlのpJlである｡即ち共有封の方がイオン迅上り

もrjZCkcIVmol丈不安定である.

式【ここの共叫エネルf-の凍少に依る不安定化こ生
成たとの押韻をみると℡晩aは

⊂･AgOhlC)-【.1gコ+(CO)+メ(さら1⊥70.SkLdM

ンTン■laJ,冗作の分羊を十るこすると

⊂̂gOC･q一lJtgコ+CO)一男(X'fl+I.Cktlq
とT.'ウ.打者の分殿 の整.ま66.5b lである｡

一方,'JT:.鵬 と有髄 との美屯まt̂ イ ー壬.i

アジrの船 と阿-と考えtt]45ktnlである｡ぎ轍

の牡一つの結合刊と之tこ相当ナる･/アンdtiac:輔合迅

即ちR塾との出合の昏廷虎の鼓として約 20kLIJIlと考

え柑る｡叫 旺って同者を加えると 65bclと･,.r)w t.

の分和 の益と[方々 一宏する結果と･+.･り,朱子共竹丘
tJt-+'-址少に戊 ,-J不変性の語例の愛y .iI-14･知

J■

(5) 3EZohR?並I=朋 C:不安封 とこ,Jt側 の
i

これ才ITAじて'J<'_缶そ-嬉し.3枕JIM...1珂ZZl

の不野望化とJt子美服 のEq島を表示する上衣¢丑r)
である●

Igc淀 は
ht-(井■tt

- tri,芸も芸

怨 招 .1.≡.≡

世
小

t

.

N

小

t

t=
臨

.7

特

性k水

小

2

大

コ

小

rLI

X 漉 結

t 低■血税 周:=於て3Srの℡栗,IyニI1日'

～/JL･シソカのJB狂句己だ(:依る変化は淡 棚々 であ
ら.従って慮JZの硯だl=依る変化を諜わナW .ri

Tn)'lorのよりも.箭兎民の方が庄l漣EE払EF.=於で

より和 睦があるといえる｡

2 各EL包卿 の汲尿に放る乗火脚 の丑Lを:た

これ上t)活性化王事ルf-を井出LT=,この廿かI/也
戦 :;は瓜7･}r野と書経 との2才のRJ,1存在ナる

ことi･旺記しI.:.二川 よさEPiLIZγのタ t'JT97に

焦T)は,'-鈷黒と一致する.

3 丘刑 の屯伐:=放る最大L二村しだ脈 流.電'

涼の凸さẐ夫 変々化しその排 を宍対し,..:｡
ヰ X DlekopEの磁 式ケ蛾 し,この式.三共IEl

的:二は単に定性細 向を知る:=巴臣が毛る丈であるこ

とを明かlこしTこ｡

5 点火力紋と甘藷との田島から雌 fz夫の3才

20
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J:分類し71る事を発見した.

(I) 発火TB淀小となるT=諾って点火力筒中と,･Lる

iの

(2) 発火TZ荘:=崇召集:二瓜火力研=各々 一昆+Lもの

(3) 発火W 小となる!:従って瓜火力印大とfLる

もの

dl各SEな恥 の点火力餅を攻めた積史は頼らずも

1'aLr)の考え方を訴しい棚 に放り正明する林,二TL
つ1こ.a

7 日 こいJVブr-シソjDは喝喋に放る発火の場

合特に溢れ1=陸田を有することを見出し1_.舟火点前

く汚tg:化五千Jt･f一大であるのrニ爪火力餅は著しく小
さい｡
この爪凶を分刊狩逸論的にピタワン附と比較しな
がら考EELf.:｡tクニト.･レゾル･/ン鈴のiW 状持合

をT_/LIL:かFfT塵が肋 な]暮浦 -のェネJt･f'-肘与

lこ対して不安定であるに依ると持論LTこ.

8 起脈 の脇EEの研究p=軸曲羊上の不幼Jlq箇所並

l二郎=衣オむの牡盆を初y)て有人し,各社古沢のB糞
の監具及びtyニト;I,′ルシソ舟の比延と広BZとの
ZP倭をこの新し'.一茂会に任 り盈明しT= .

9 雷R'ニB2Lナる不炭耶短所に卓二a(締並の椀 を

下た突放一二依り実在LT=｡

(り 単指.Rの現象跳 革

(2) 白色可兼単結晶の加転:こ依る変化の双枇
F'

(3) 粗茶コノ火耗JI-の正課L=依る変化の.T(凱 妨

(4) 白色℡R単詩晶の521的)Ⅵ琉 '=放る唖鷲の換

F

(5) 班屑TRRの冒甘EE窮に放る指品の托瓜の教卓

脚 】並に･Yl恥勺搬娯

10 クイセソベルYの;(技角度計並(:ブナp/デの屯
庁ス^タ トL･メーターを用'1.母親の輸血fI缶を魚等折
した｡即ち塑rim群はDL:で水虫は面心立方格丁を影皿

する.,℡鮎 の旺風 土水盟(=渦が1.決定不可CEであ
る｡

ll 官職 の也だ'ま糊 の酸 を辞入し.丑も

桝 の六一一位四r-2推定しT=｡

12 和ら皇11-tE戎轄晶嬢を基碇とし,式の監椴 を

記萌した｡
(り 召R鈷Aの定式をTlす書

(2) ℡沸 点の 態̀方向に群れ易●-事

(3) 惣QZ雷戚 品中の不耗祖の占める位正

(4) E3越 中の不妊旨が発火点に及ぼす彰苛
(5) ℡訳::負ける第二ヌPF塁の共を

21

(6) 雷訳とカタ.)ムアl7rとの鈷品柄豊の非Za似

珪

(7) 安当-_･苫RO等桑agは

)3等を垣:,i･初するシTン最,窒化大栗硬及.Jf幹

の3拝の較並:=こLl{'の全糊 の化学白波 定収 に

感度を放した｡これを色毎すると,

(り 3母C♯の内℡院長も不安定である

(2) 3環のZPE!塩の内層殴打旦鼓も不安定で.煤

畢姓を7rする｡之l=tE子r79H･ると蛭考ナる柿を
見出し,'･｡

(3) 3柾のgl也のF勺i=7!アy-ド,苛鮎 は爆発比を

有し･包埋Bとしての性鶴を有する.℡殿放 き脇

慶一艮亡虎fEn'且つ発火点低い｡
)4 3碇の由 とその金拭竣湖cit7-3yB数を研究

し.その3丑と不安守の層位とを村村するC

L'Tン限 駕化水菜ZP IT 冊

二:- i --;萱 -

n 聖 (芸子芸屯l: *3 A; 也:ト

救 いこ本矛先稚伽 まn PJ19年L2J】文1.Lf帝Z火LUif規

苧環に学陀訴求古文としてtL塁Ltlした LL起t8垂の仲JZ化

学的示究"のjEE上なる啓分を正伸BZ毒したものであ

る｡(政教点字の'･Y収琴丘に上る3t卯が茄,Rな市分i･
なしているが.W..んL-JR料した)C触取扱今rlに渋る比

の身延の多JIIj･絹の21-:8tt過し.託我をなった邦は

怠tSである｡拭7,Z'上古婚約祥l:神位,火繋火エrt並

の研究に登れ Rl半掩性のrrLnFこ挺めた笛まで今日lこ於
てはlJ;&Iこ.Ttおlこfll･Tfr=辞たない蝕が甚だ多い｡

tlT,本研究lこLニJl坤yi大枚汝水Ja=一郎称:l-の拡大
と押頂冬と受けた｡緑井の詣丑を液すら｡更に7!犬柁

学市史や学教71伊■故汝,沢111助孜安にF=柑曲折折の
Ei吸官と鑓川するfth'女郎 コ九,丈に解析法に放て
斗々7r室と北村と空けた｡Eta:LJJ口成人再上からはtJ

A+有益--'哉qt受けた｡尤浩三¥古内で▲三,野甘文夫氏
(如 き技-G夕斉)から研究L:Tttfi上ft.の積出と受けた.
Li柏:tJf!t(却‡拒'&大別 にに拭何の合J&丑にEm!にiE

て凍･tiD接Eは 受けた.比も,:刃WL.して_tf相の丑と&

する｡
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Xl 文 献 CL･cm dJl(】9叫 S 459
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爆薬に依るメタン空気混合物の着火機構

(問和28年9月10【]受理)

EI 野 鴨 碓 ･初 .見 弓偲

(El茶化薬扶式金牡階 作来所)

摘 要

臼砲円にて願 を爆琵せしめ.之に凄し7二倍発岩内

にメタン空朱況合物を入れてその済火を閃PZlとする場

令,捷薬の批 成yス中の活性分子とメタン竪穴混

合鞄との相互間の反応速度が一定倍以上となった時,

メgy垂丸iB合挽に稽火するとの仮定を益として講火

伎件式を顎出し,捷寮内の脚 研荊 (悦べ 三割 ヒナ

トリ.)ム,タルク申)の含有率 100J,OSと不帯火映界
熊丑 Wクとの問1=は次式が成立することを恥 ､たo

Ll′(11∬)cxr(-)IJIÌ(1'D-")コ-( (1)

但し}''.は妹掻生成jYス串の汚成分1･のェネル8-

R｡は Uス常数.'rDは空=0の基準爆非の燥発彊歴.

a【土荊閥 の合有に依り爆発粗度が牡下する依下盤を

衷T)1常軌 Iは諸火の荘界反応通辞,>淡わす常数で

一定の爆発宝1ニ対しては一定である｡こい'ダリ七l)

ンゲル 124% トリニトFIルオール2/Oi及びニトpダ
リ七TJンゲル104%,,を武威剤とし金城,Sルクを苅潮

剤とする二系列の腔準に対レ1､塾臼砲よりの声射賀酸

I:任りLI'とZの契市K値.ll(脚 汲)の計算伍を

用いて.())式の政立することを稚め1こ｡何れの場合

も C.-=2765kĉ]/molで T-oD631gであっ1こ.鞘

-の帯列に対しては T0-31【が hr,"131恥 鞘二の系

列に対しては r0-2780,a-2360'Tある｡

夫にメタン空朱iEL合挽内に牌 を腰桶LTこ場合の諺

欠損fTを考覇し,この冴告には姓発生成〝スの高圧に

監る庄抱仕ヰに抜り諦火すると仮定して櫛かれる抜粋

式 IV-299/(961142L)が成立するホを帯列 tに伝

る突放に田して砧めた｡

｢臼砲に依る不汗火限界雅丑は煙粟の爆枇 軌 二位

り支赦され感触 二位る不対火限界薬丑E&煩達に支郎三

れる｣という近時のイギリスの研究紫の結盟が菱和二枚

額の掛合成立たないこと巻上速の研究結果を基L=して

顔じ(=｡

菖1枯 骨

従来メタン空Fl氾食物の官銭点火軌 =ついては多 く

の遊碇的研究が行われているが.使築Eこ依る炭火E=つ

いては理論的L=も宍叔的にも誠礎的研究が殆んと行わ

れて居らず,或る物は秘なる仮設と計罪に終って系統

的爽輸Eこ依る実証がTJ:いため実用上の玩究の珍考とな

りは1E,又多くの紬 は無罪主軸勺E=当面の乗用謎火姓

の倹対に縫ってし､る為,之fu実用鼓計式を与えるに至

ちな1.､0放って班軌ま小塾臼砲紬 装置を毘吾卜動作し

て系細 りE:組成を変えT=多数の襟発を用いてメg ソ -

空災混合年別二村するその不語火限糎 丑を柵 的E:求

め,その間の鼠剛性を明らかにし,次にこの釆l除醐 q

を鳩 的(ニ政明せんと供hf.:｡

§2葵 額

夷鮒 研究の群過の詐奴は別に ｢高安全度WJ安ダイ
ナY II(S和ダイ)の研究り｣として報告してあるの

で比処1:はその際 旨のZJy詑する｡

メSン経 に用いT_メタンqスは天然発生メSソで

竪穴混合物90士03,0.'として用いた｡特殊崩勾小型El
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